
８
月
15
日
、
江
上
ひ
ろ
ゆ
き

名
古
屋
市
会
議
員
は
、
終
戦
記

念
日
に
あ
た
っ
て
の
宣
伝
を
、

中
川
区
地
下
鉄
高
畑
駅
前
、
尾

頭
橋
清
水
屋
前
、
五
女
子
で
行

い
、
志
位
委
員
長
の
談
話
を
載

せ
た
赤
旗
号
外
を
地
域
の
皆
さ

ん
が
配
布
し
ま
し
た
。

江
上
市
議
は
、
「
戦
後
70
年

に
あ
た
り
、
戦
争
で
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
の
人
々
２
０
０
０
万
人
、

日
本
人
３
１
０
万
人
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。
も
う
こ
ん
な
戦

争
や
っ
て
は
な
ら
な
い
、
や
ら

せ
て
は
な
ら
な
い
、
こ
ん
な
思

い
で
、
私
た
ち
の
先
輩
は
日
本

国
憲
法
、
憲
法
９
条
を
つ
く
り

ま
し
た
」
と
、
戦
後
日
本
で
憲

法
の
意
義
を
話
し
、
安
倍
内
閣

の
暴
走
を
止
め
、
戦
争
法
案
廃

案
を
求
め
ま
し
た
。

前
日
の
安
倍
談
話
に
つ
い
て
、

「
『
侵
略
』
『
植
民
地
支
配
』
、

『
反
省
』
『
お
わ
び
』
が
入
っ

た
こ
と
は
皆
さ
ん
国
民
の
声
の

反
映
で
す
」
と
し
な
が
ら
、
問

題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
特
に
、

「
３
１
０
万
人
の
日
本
人
犠
牲

は
語
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
人
々
２
０
０
０
万
人
を

犠
牲
に
し
た
こ
と
を
語
ら
な
い
、

だ
か
ら
、
侵
略
へ
の
反
省
と
な

ら
な
い
し
、
お
わ
び
と
な
ら
な

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

話
を
聞
く
人
、
号
外
を
受
け

取
り
「
暑
さ
に
気
を
つ
け
て
」

と
声
を
か
け
て
い
く
人
が
い
ま

し
た
。
ビ
ラ
を
見
て
き
た
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。

猛
暑
の
８
月
２
日
、
区
内
柳

島
公
園
（
露
橋
学
区
）
で
「
戦

争
法
案
廃
案
を
求
め
る
中
川
区

集
会
第
３
回
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
決
議
を
採
択
（
裏
面
下
）
。

参
院
で
の
廃
案
を
求
め
、
パ
レ
ー

ド
も
行
い
ま
し
た
。
主
催
は
、

中
川
地
域
労
働
組
合
セ
ン
タ
ー
、

新
日
本
婦
人
の
会
中
川
支
部
、

西
部
民
商
、
日
本
共
産
党
な
ど

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
で
す
。

同
実
行
委
員
会
は
、
８
月
23

日
に
は
、
憲
法
学
者
の
本
秀
紀

名
大
教
授
を
講
師
に
、
戦
争
法

案
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

法
案
の
問
題
点
と
、
国
会
論
戦

の
現
局
面
を
学
び
ま
し
た
。

８
・
30
全
国
行
動

８
月
30
日
、
国
会
前
・
全
国

大
行
動
に
呼
応
し
て
尾
頭
橋
交

差
点
な
ど
で
「
安
倍
政
治
は
許

さ
な
い
」
と
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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安
全
保
障
法
制
＝
戦
争
法
案

廃
案
の
正
念
場
に
来
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
土
台
、
平
和
を
守
る

た
め
に
廃
案
し
、
新
し
い
政
治

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
▼
そ
の
最

中
の
９
月
10
日
か
ら
市
議
会
９

月
議
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
戦

争
法
案
も
心
配
だ
が
、
暮
ら
し
、

雇
用
も
ひ
ど
い
。
何
と
か
し
て

ほ
し
い

の
声
で

す
▼
こ

ん
な
時

に
、
河
村
市
長
は
、
名
古
屋
城

天
守
閣
木
造
化
再
建
の
た
め
の

契
約
手
法
や
調
査
の
た
め
３
５

０
０
万
円
の
調
査
費
、
金
シ
ャ

チ
横
丁
を
名
城
内
に
整
備
す
る

た
め
の
調
査
費
３
０
０
万
円
を

補
正
予
算
提
出
。
暮
ら
し
や
医

療
に
か
か
わ
る
予
算
提
案
は
あ

り
ま
せ
ん
。
財
源
は
、
昨
年
度

予
算
の
繰
越
金
で
す
。
使
う
と

こ
ろ
が
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か

▼
15
日
朝
10
時
か
ら
質
疑
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
が

厳
し
い
時
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
や
る
の
が
名
古
屋
市
の
仕
事

か
、
と
い
う
視
点
か
ら
質
問
し

ま
す
▼
リ
ニ
ア
も
問
題
。
必
要

性
が
あ
る
の
か
、
リ
ニ
ア
を
理

由
に
名
古
屋
駅
前
の
大
型
開
発

優
先
で
い
い
の
か
。
地
球
温
暖

化
を
止
め
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
備
え
、
公
共
交
通
の
拠

点
の
あ
り
方
を
問
い
ま
す
▼
質

問
は
、
16
日
か
、
17
日
で
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
ぜ
暮
ら
し
よ
り
名
城
天
守
閣

木
造
化
か

市
議

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
９
月
17
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

70
年
前
の
原
点
忘
れ
な
い

８
・
15
終
戦
記
念
日

侵
略
の
事
実
を
語
る

暑
い
中
声
援
も

8月15日、地下鉄高畑駅前で話す江上博之議員と地域のみなさん

戦
争
法
案
を
必
ず
廃
案
に

８月２日、柳島公園からのパレード

８月30日、尾頭橋交差点で40人がア

ピール
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31
回
反
核
平
和
盆
踊
り
大

会
が
、
８
月
28
日
、
29
日
、
下

之
一
色
波
花
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

両
日
と
も
、
高
尾
実
行
委
員

長
が
開
会
あ
い
さ
つ
「
70
年
と

い
う
節
目
の
今
年
は
、
戦
争
法

案
と
い
う
大
変
危
う
い
動
き
に

あ
り
、
皆
さ
ん
と
大
き
な
声
を

上
げ
て
戦
争
を
や
め
さ
せ
た
い
」

あ
い
さ
つ
し
た
江
上
ひ
ろ
ゆ

き
市
議
は
、
「
安
倍
内
閣
が
憲

法
違
反
・
国
民
世
論
無
視
の
暴

走
を
し
て
い
る
一
方
で
、
全
国

で
若
者
や
マ
マ
た
ち
は
じ
め
、

国
民
的
反
対
行
動
が
強
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。
平
和
盆
踊
り
を
楽

し
む
た
め
に
も
、
戦
争
反
対
の

声
を
大
き
く
上
げ
ま
し
ょ
う
」

と
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

共
産
党
一
色
支
部
の
服
部
さ
ん

（
副
実
行
委
員
長
）
も
「
戦
争

法
案
断
固
反
対
！
皆
さ
ん
の
支

援
・
協
力
で
何
と
し
て
も
止
め

た
い
！
」
と
熱
く
訴
え
ま
し
た
。

会
場
は
連
日
、
盆
踊
り
を
楽

し
む
人
、
模
擬
店
の
屋
台
め
ぐ

り
を
愉
し
む
人
た
ち
で
大
賑
わ

い
で
し
た
。
共
産
党
一
色
支
部

の
「
い
か
焼
き
」
も
早
々
に

「
完
売
御
礼
」
の
札
が
立
ち
、

中
川
診
療
所
、
作
業
所
や
学
童

保
育
の
店
も
大
忙
し
で
し
た
。

青
空
に
「
平
和
の
鐘
」
の
音

「
平
和
の
鐘
」
が
、
８
月
６
、

９
、
15
日
江
松
隨
縁
寺
で
、
15

日
戸
田
宝
泉
寺
で
鳴
り
響
き
ま

し
た
。
富
田
九
条
の
会
と
年
金

者
組
合
中
川
支
部
、
両
寺
が
鐘

つ
き
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

９
月
早
朝
宣
伝

１
日

火

下
之
一
色

４
日

金

近
鉄
戸
田

７
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

８
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

11
日

金

高
畑

15
日

火

名
鉄
山
王

18
日

金

近
鉄
伏
屋

24
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

25
日

金

昭
和
橋

29
日

火

Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋

朝
７
時
30
か
ら
８
時
10
分

憲法違反の戦争法案を必ず廃案にすることを求める決議

安倍自公政権は、7月16日、憲法違反の戦争法案（安全保障関連

法案）を強行採決し、参議院に送付しました。私たちは、7月20日、

「戦争法案強行採決糾弾の決議」をあげました。安倍自公政権は、

戦争法案を参議院での強行採決、あるいは、参議院で60日以内の議

決が行われなければ否決とみなし衆議院での再議決による強行採決

を行い、9月27日までに成立させようとしています。しかし、国民

の声は明らかに「憲法違反の戦争法案」反対です。

１つは、どんな世論調査でも、安倍内閣の不支持率が支持率を上回っ

ています。7月16日の強行採決後、「憲法違反だ」「今の国会で成

立させる必要はない」「安倍首相の説明は十分でない」という国民

の声は、ますます高まっています。

２つは、全国の反対運動はますます広がり、若者や大学人の運動な

ど、連携した運動が広がっています。

３つは、参議院での論議で、法律に書いてない内容を答弁する安倍

首相の姿勢が追及され、「兵たん」＝「後方支援」が憲法9条違反

の武力の行使であることはますます明らかになっています。

４つは、礒崎陽輔首相補佐官が、7月26日、「法的安定性は関係な

い」と言い切った暴言が大問題になり法案の違憲性が一層明らかに

なっています。憲法解釈の一貫性など関係ないとする立憲主義を否

定する発言です。安倍首相が、法案は、「違憲ではない。法的安定

性は保たれている」と発言してきたことを、法案提案に関与してき

た当事者が否定したのです。戦争法案が憲法違反であることを提案

当事者が発言したのです。

よって、わたしたちは、憲法違反の戦争法案の廃案を重ねて求め

ます。とともに、引き続き運動を強め、憲法9条を掲げた平和な日

本、名古屋を守るために全力を尽くします。そして、学習も重視し

ます。違憲の「戦争法案」（安全保障関連法案）を廃案にするため

に、法案の危険性を多くの人に知ってほしいと憲法研究者が立ちあ

げた「全国出前講師団」に依頼し、8月23日10時から学習会を開催

し、さらに運動を強めます。

以上決議します。

2015年8月2日 戦争法案廃案を求める中川区集会参加者一同

原
水
禁
大
会
長
崎
大
会
に
参

加
さ
れ
た
吉
山
勲
さ
ん
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
原
水
爆
禁
止
２
０
１
５
世

界
大
会
」(

長
崎)

に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
被
爆
70
年
の

今
年
、
『
核
兵
器
完
全
禁
止

と
被
爆
者
援
護
・
連
帯
』
と

い
う
、
原
水
爆
禁
止
運
動
の

基
本
目
標
の
確
か
な
前
進
へ

の
参
加
と
努
力
を
思
っ
た
か

ら
で
す
。
ま
し
て
や
国
内
で

は
、
安
倍
内
閣
が
「
戦
争
法

案
」
と
い
う
と
ん
で
も
な
い

核
戦
争
へ
の
道
を
準
備
し
よ

う
と
し
て
い
る
今
、
世
界
大

会
に
我
が
身
を
押
し
出
そ
う

と
。

初
め
て
の
長
崎
。
被
爆
の

地
は
、
あ
の
日
と
同
じ
猛
暑

の
中
で
し
た
。
山
腹
が
迫
り
、

広
島
市
よ
り
ず
っ
と
狭
い
長

崎
市
、
あ
の
火
の
玉
が
爆
発

し
た
時
、
人
々
は
ど
こ
に
も

逃
げ
る
場
所
さ
え
な
く
、
焼

き
尽
く
さ
れ
、
灼
熱
地
獄
に

な
っ
た
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

「
碑
め
ぐ
り
」
で
は
、
市
内

至
る
と
こ
ろ
に
残
る
被
爆
の

傷
痕
、
原
爆
被
害
の
凄
ま
じ

さ
と
同
時
に
、
生
き
続
け
る

「
被
爆
ク
ス
ノ
キ
」
や
片
足

で
立
ち
続
け
る
「
鳥
居
」
、

そ
し
て
数
々
の
「
い
し
ぶ
み
」

に
、
『
ナ
ガ
サ
キ
』
の
心
を

伝
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

爆
心
地
公
園
な
ど
、
街
は
被

爆
の
が
れ
き
（
人
々
の
暮
ら

し
や
遺
品
等
）
の
上
に
つ
く

ら
れ
、
今
の
発
展
を
築
い
て

い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
核
兵
器
の

「
非
人
道
性
」
の
観
点
か
ら
、

核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
の
た
め

の
『
法
的
措
置
』
を
求
め
る

重
要
性
が
確
認
さ
れ
、
同
時

に
、
日
本
に
お
け
る
戦
争
法

案
廃
案
の
運
動
等
へ
の
連
帯

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
「
世
界
の
動
き
を
促
進

し
、
支
え
る
根
本
の
力
が
諸

国
民
の
世
論
と
運
動
で
あ
る
」

（
国
際
会
議
宣
言
）
と
し
ま

し
た
。
「
長
崎
か
ら
の
よ
び

か
け
」
は
、
『
ノ
ー
モ
ア
・

ナ
ガ
サ
キ

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ

ロ
シ
マ

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ

ク
シ
ャ

ノ
ー
モ
ア
・
ウ
ォ
ー

長
崎
を
最
後
の
被
爆
地
に
』

と
結
ん
で
い
ま
す
。
送
り
出

し
て
頂
い
た
方
々
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
吉
山
勲

戸
田
荘
在
住)

核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を

戦
争
反
対
！
平
和
大
好
き

反
核
平
和
盆
踊
り

核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
世
界
を

完
売
御
礼
の
模
擬
店

９
月
名
古
屋
市
議
会

市
議
会
が
９
月
10
日
（
木
）

か
ら
10
月
14
日
（
水
）
ま
で

の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
会
議
質
問
は
９
月
15
日

16
日
17
日
午
前
10
時
か
ら
予

定
。
詳
し
く
は
江
上
ひ
ろ
ゆ

き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。


